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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

士
別
市
は
、
北
海
道
北
部
の
中
央
に

位
置
し
、
道
立
自
然
公
園
「
天
塩
岳
」
を

は
じ
め
と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
全
国

で
４
番
目
の
長
さ
を
誇
る
朔さ

く
ほ
く北
の
大
河

「
天
塩
川
」
の
豊
か
な
水
、
そ
し
て
肥ひ

よ
く沃

な
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
、
農
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
開
拓
の
歴
史
は
明
治
32
年
、
最

北
で
最
後
の
屯
田
兵
が
入
植
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
始
ま
り
、
昭
和
29
年
に
は
、

士
別
町
・
上
士
別
村
・
多
寄
村
・
温
根

別
村
の
１
町
３
村
が
合
併
し
て
市
制
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
17
年
９
月
１
日
、
開
拓

当
時
か
ら
深
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
朝

日
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
「
士
別

市
」が
誕
生
し
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
可

能
性
を
拡
げ
な
が
ら
新
た
な
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。

　

士
別
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

稲
作
を
中
心
に
畑
作
や
野
菜
、
酪
農
な

ど
幅
広
く
営
ま
れ
、
現
在
、
集
落
営
農

を
目
的
と
し
て
水
田
の
再
編
整
備
事
業

に
も
着
手
し
て
お
り
、
整
備
済
み
の
１

区
画
最
大
６
・
９
ha
の
大
型
圃ほ

じ
ょ
う場
で
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
田
植
え
な
ど
の
Ｉ
Ｔ

農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
フ
ォ
ー
ク
羊
を
ま
ち
づ
く

り
の
顔
と
し
た
市
民
運
動
が
、
四
半
世

紀
を
超
え
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、「
サ

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
士
別
」と
し
て
総
合
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、「
合

宿
の
里
」「
自
動
車
等
試
験
研
究
の
ま
ち
」

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」「
水
と
み
ど
り
の

里
」を
柱
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

サ
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド

　

市
街
地
の
中
心
部
か
ら
車
で
西
に
向

か
う
と
、
少
し
ず
つ
小
高
く
な
る
丘
が

広
が
り
ま
す
。
そ
こ
が
「
羊
と
雲
の
丘
」

の
入
口
で
、
ま
る
で
、
ヨ
ー
デ
ル
や
角

笛
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、
牧
歌
的
な

香
り
が
漂
い
ま
す
。

　

市
街
地
の
街
並
み
や
、
遠
く
は
大
雪

連
峰
を
望
む
こ
と
の
で
き
る
丘
で
は
、

白
い
毛
に
真
っ
黒
な
顔
を
持
つ
羊
「
サ

フ
ォ
ー
ク
」が
、
群
れ
な
が
ら
黙
々
と
草

を
食
ん
で
お
り
、
私
た
ち
の
心
を
癒
や

し
、
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

丘
の
中
腹
に
は
、
世
界
各
国
30
種
類

の
珍
し
い
め
ん
羊
を
展
示
す
る
日
本
一

の
「
世
界
の
め
ん
羊
館
」
が
あ
り
、
館
内

に
あ
る
「
め
ん
羊
工
芸
館
」
で
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
羊

毛
工
芸
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

頂
上
に
は
、「
羊
飼
い
の
家
」が
あ
り
、

１
階
で
は
羊
毛
セ
ー
タ
ー
や
士
別
の
特

産
品
の
展
示
販
売
を
し
て
お
り
、
２
階

に
は
新
鮮
な
羊
肉
料
理
な
ど
が
満
喫
で

き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ぐ
隣
の
め
ん
羊
牧
場
で
は
、
牧
羊

犬
が
羊
を
思
い
通
り
に
誘
導
す
る
シ
ー

プ
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
や
羊
の
毛
刈
り

シ
ョ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
東
側
に
向
か
う
と
、

美
し
い
川
西
の
丘
の
一
角
に
２
０
０
ha

の
農
場
「
か
わ
に
し
の
丘
し
ず
お
農
場
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
育
っ
た
羊
の
肉
は
、
全
日
空

国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
や
横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
テ
ー

ブ
ル
に
並
ぶ
な
ど
、
高
級
羊
肉
と
し
て

全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
場
内
に
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
建
物

「
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
・
ラ
ム
ダ
」
に
は
宿
泊

す
る
こ
と
も
で
き
、
１
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ミ
ュ
ー
」
で
は
、
士
別
の
絶
景
を
眺

め
な
が
ら
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
数
々
の
サ
フ
ォ
ー
ク
料
理

が
楽
し
め
ま
す
。

合
宿
の
里

　

夏
の
冷
涼
で
さ
わ
や
か
な
気
候
や
冬

の
雪
と
寒
さ
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
、

毎
年
延
べ
約
２
万
人
を
超
え
る
合
宿
者

が
訪
れ
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に

つ
い
て
は
、
日
本
陸
連
や
実
業
団
連
合
、

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
な
ど
の
強
化
合
宿

地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
ほ
か
の
競
技
の
選
手
も
多
数
訪
れ
る

な
ど
、
今
や
日
本
一
の
「
合
宿
の
里
」
と

し
て
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

合
宿
選
手
と
市
民
と
の
交
流
も
行
わ

れ
て
お
り
、
本
市
で
汗
を
流
し
た
わ
が

国
を
代
表
す
る
数
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
、
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
誇
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
・
文
化
活
動
な
ど
の
合

宿
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、「
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
」
や
「
あ
さ
ひ
サ
ン
ラ
イ
ズ

ホ
ー
ル
」と
い
う
２
つ
の
文
化
ホ
ー
ル
を

拠
点
に
、
豊
か
な
市
民
文
化
や
芸
術
の

創
造
を
主
眼
に
「
文
化
・
芸
術
の
里
」
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
動
車
等
試
験
研
究
の
ま
ち

　

本
市
は
、
夏
と
冬
の
寒
暖
の
差
が
60

度
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
自
然
環
境
を
利
用
し
て
、
世
界

有
数
の
規
模
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

試
験
場
を
筆
頭
に
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
を
は

じ
め
と
し
た
優
良
・
有
力
企
業
の
試
験

研
究
施
設
が
立
地
し
、
自
動
車
あ
る
い

は
タ
イ
ヤ
な
ど
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、

士
別
発
の
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
全
国
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
と
み
ど
り
の
里

　

道
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

天
塩
岳
は
じ
め
、
岩
尾
内
湖
、
天
塩
川

な
ど
本
市
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
１
５
５
７
・
６
ｍ
の
天
塩
岳
は
、

大
雪
山
国
立
公
園
の
旭
岳
の
真
北
に
位

置
す
る
北
見
山
地
の
最
高
峰
の
山
で
、

道
内
で
も
有
数
の
高
山
植
物
の
植
生
地

と
し
て
知
ら
れ
、
時
に
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ

な
ど
の
珍
し
い
動
物
た
ち
に
出
合
う
こ

と
も
あ
り
、
毎
年
多
く
の
登
山
客
が
訪

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
塩
川
の
清
流
を
満
々
と
た

た
え
た
岩
尾
内
湖
畔
に
は
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
７
月

に
は
「
岩
尾
内
湖
水
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
は
地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
そ
の
個
性
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
先
人
た
ち
の
歩
ん
だ
開
拓

の
歴
史
と
気
概
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、

新
た
な
発
想
の
下
、「
対
話
・
調
和
・
市

民
の
輪
」を
基
本
に
、
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー

ド
と
実
行
力
を
も
っ
て
「
元
気
な
ま
ち
」

「
市
民
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
創

造
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

士し

べ

つ別
市（
北
海
道
）

士
別
市
長
　
牧ま

き

の

ゆ

う

じ

野
勇
司

屯
田
の
開
拓
精
神
が
受
け
継
が
れ
た

人
と
大
地
が
躍
動
す
る 

す
こ
や
か
な
ま
ち

広大な“羊と雲の丘”にある「羊飼いの家」

◆ 

面
積　
　

１
１
１
９
・
29
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
１
５
６
４
人

◆ 

世
帯
数　

９
８
９
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
天
塩
の
流
れ
と
と
も
に  

人
と
大
地
が
躍
動
す
る 

す
こ
や
か
な
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
天
塩
岳
を
は
じ
め
と
す
る

山
々
に
囲
ま
れ
、
天
塩
川
の
源
流
域
に
あ

る
水
と
緑
豊
か
な
田
園
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
９
月
１
日
、
旧

士
別
市
と
旧
朝
日
町
と
が
合
併

〔
特
産
品
〕
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ラ
ム
肉
、
羊

毛
ニ
ッ
ト
製
品
、
米
、
麦
、
馬ば

れ
い
し
ょ

鈴
薯
、
豆
類
、

甜
菜
、
玉
葱
、
南
瓜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

〔
観
光
〕
羊
飼
い
の
家
、世
界
の
め
ん
羊
館
、

め
ん
羊
工
芸
館
「
く
る
る
ん
」、岩
尾
内
湖
、

天
塩
岳
、
か
わ
に
し
の
丘
し
ず
お
農
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
サ
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
士
別

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
全
日
本
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
プ
朝
日
大
会
、
全
日
本
ス
ノ
ー
モ

ビ
ル
選
手
権
士
別
大
会
、朝
日
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ス
キ
ー
大
会
、
士
別
天
塩
川
ま
つ
り

士別市長

牧野勇司

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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フ
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札幌市

士別市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

茅
ヶ
崎
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
南
西

へ
お
よ
そ
60
㎞
、
相
模
湾
の
中
央
に
位

置
し
、
東
に
湘
南
江
の
島
、
西
に
は
富

士
、
箱
根
の
山
々
を
望
み
、
南
に
伊
豆

大
島
、
北
に
は
相
模
台
地
へ
と
連
な
る

丘
陵
地
帯
が
あ
る
、
海
と
里
山
の
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

面
積
は
35
・
76
㎢
で
、
東
西
・
南
北

と
も
約
６
㎞
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
恵
み
を
受

け
な
が
ら
独
自
の
歴
史
文
化
が
は
ぐ
く

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
温
暖
な
気
候
、
青

い
海
、
緑
の
松
並
木
な
ど
本
市
の
魅
力

は
、
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
、
明
治

30
年
に
歌
舞
伎
俳
優
の
９
代
目
市
川
團

十
郎
が
別
荘
を
構
え
た
の
を
皮
切
り
に
、

近
代
演
劇
俳
優
の
川
上
音
次
郎
や
日
本

の
女
優
第
一
号
の
川
上
貞
奴
、
数
多
く

の
名
曲
を
残
し
た
作
曲
家
の
山
田
耕
筰
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
映
画
監
督
の

小
津
安
二
郎
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
加

山
雄
三
や
桑
田
佳
祐
、
小
説
家
の
城
山

三
郎
や
開
高
健
、
最
近
で
は
宇
宙
飛
行

士
の
土
井
隆
雄
や
野
口
聡
一
な
ど
多
く

の
著
名
人
が
移
り
住
む
な
ど
、
そ
の
活

動
を
通
し
て
各
界
に
多
大
な
功
績
を
残

す
と
と
も
に
現
在
の
茅
ヶ
崎
市
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
昭
和
53
年
に
東
海
地
震

に
か
か
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
平
成
７
年
１

月
17
日
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
を
踏
ま
え
て
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
事
業
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
整
備
と
し
て
、

学
校
施
設
や
公
立
保
育
園
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
補
強
が
必
要
な
す
べ
て
の

校
舎
棟
と
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工

事
を
平
成
19
年
度
ま
で
に
完
了
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
耐
震
性
に
課
題
の
あ
る

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

３
月
に
策
定
し
た「
公
共
施
設
整
備
・
再

編
計
画
」に
お
け
る
中
長
期
的
な
展
望
の

中
で
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
市
内
の
橋
り
ょ
う
に

つ
い
て
も
、
主
要
な
14
橋
に
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
23
年
度

末
ま
で
に
５
橋
の
耐
震
補
強
工
事
を
完

了
し
、
27
年
度
の
整
備
完
了
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
減
災
」に
向
け
た
取
り
組
み

（
防
災
都
市
づ
く
り
）

　

本
市
に
お
い
て
は
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
地
震
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
東
海
地
震
、
南
関
東
地
震
、
神
縄
・

国
府
津
︱
松
田
断
層
帯
地
震
な
ど
７
つ

の
地
震
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
震
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

の
想
定
を
検
証
す
る
と
と
も
に
そ
の
対

策
の
見
直
し
に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
本
市
の
都
市
構

造
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性
を
把
握
し
、
よ
り
効
果
的

な
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
危
険
度
測
定
調
査（
建
物

倒
壊
危
険
度
、
火
災
危
険
度
、
道
路
閉

塞
確
率
、
地
区
内
通
過
確
率
）
を
行
い
、

公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
公
助
の

み
な
ら
ず
、
自
助（
個
人
）・
共
助（
地
域
）

の
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

「
地
域
住
民
主
体
の
防
災
都
市
づ
く
り
」

を
よ
り
推
進
す
る
目
的
で
、
平
成
21
年

度
か
ら
23
年
度
ま
で
、
市
内
に
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
協

働
で「
防
災
都
市
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
ま
ち
あ
る
き
」（
地
域
点
検
）を
実
施
し
、

災
害
時
に
「
地
域
で
危
険
と
な
る
と
こ

ろ
」「
地
域
の
資
源
と
な
る
と
こ
ろ
」を
把

握
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上

で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議
を
行
い
、

「
今
後
、
地
域
で
で
き
る
具
体
的
な
防
災

の
取
り
組
み
」
で
議
論
し
た
内
容
を
基

に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
新
た

な
防
災
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
防
災
」「
減
災
」に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
中
で
、
平

成
23
年
３
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）を
踏
ま
え
て
、

本
市
に
お
け
る
防
災
の
重
要
課
題

５
０
４
項
目
か
ら
な
る「
茅
ヶ
崎
市
防
災

対
策
強
化
実
行
計
画
」を
23
年
６
月
に
策

定
し
、
２
カ
年
で
の
完
了
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
1
年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

対
応
済
み
の
項
目
と
、
既
に
対
応
を
済

ま
せ
た
上
で
引
き
続
き
事
業
を
継
続
し

て
い
る
項
目
は
、
全
課
題
５
０
４
項
目

中
４
４
１
項
目
で
全
体
の
87
・
５
％
に
当

た
り
ま
す
。
残
る
63
項
目
に
つ
き
ま
し

て
は
、
対
応
中
が
37
項
目
、
対
応
準
備

中
が
26
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
に
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
行
政
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。
情
報

伝
達
手
段
の
確
立
や
自
主
防
災
組
織
の

体
制
強
化
、
要
援
護
者
情
報
の
共
有
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
が
不
可

欠
な
課
題
16
項
目
に
つ
い
て
は
、「
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
て
地

域
と
協
力
し
て
行
う
主
な
取
り
組
み
」と

し
て
ま
と
め
、
地
域
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
別
個
に
あ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
と
行
政
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

防
災
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、

そ
れ
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
茅
ヶ
崎
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心
を
実
感
し
な
が

ら
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
け
る
持
続
性
の
高
い
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

茅ち

が

さ

き

ヶ
崎
市（
神
奈
川
県
）

茅
ヶ
崎
市
長
　
服は

っ
と
り
の
ぶ
あ
き

部
信
明

「�
安
全
・
安
心
を
実
感
し
な
が
ら
安
定
し

た
生
活
が
で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
て

「えぼし岩周遊船」から見た「えぼし岩」と「富士山」

地域の危険なところと資源を探す「まちあるき」

◆�

面
積　
　

35
・
76
㎢

◆�

人
口　
　

23
万
６
１
７
７
人

◆�

世
帯
数　

９
万
５
１
３
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
海
と
太
陽
と
み
ど
り
の
中

で　

ひ
と
が
輝
き　

ま
ち
が
輝
く　

湘
南
・

茅
ヶ
崎

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
相
模
湾
に
面
し
た
湘
南
の

中
央
に
位
置
す
る
特
例
市
で
、
約
６
㎞
の

海
岸
線
に
は
、
通
年
、
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー

の
姿
が
あ
り
、
北
部
に
は
緑
豊
か
な
里
山

が
広
が
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
温
暖
な
気
候

の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
生
し
ら
す
、
釜
揚
げ
し
ら
す
、

た
た
み
い
わ
し
、
生
わ
か
め
、
サ
ザ
ン
コ

ロ
ッ
ケ
、
湘
南
ビ
ー
ル
、
ち
が
さ
き
牛

〔
観
光
〕
え
ぼ
し
岩
、
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が

さ
き
、
茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン
C
、
サ
ザ
ン
神
社
、

神
奈
川
県
立
茅
ケ
崎
里
山
公
園
、
茅
ヶ
崎

市
開
高
健
記
念
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
大
岡
越
前
祭
、
湘
南
祭
、
浜

降
祭
、
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ
き
花
火
大

会
、
茅
ヶ
崎
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
え
ぼ
し
岩

周
遊
船
、
初
摘
み
・
生
わ
か
め
ま
つ
り

茅ヶ崎市長

服部信明

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

横浜市

茅ヶ崎市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

瑞
浪
市
は
、
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
美
し
い
山
並
み
が
周
囲
を
囲
む

豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

中
山
道
を
中
心
に
栄
え
た
長
い
歴
史

を
持
ち
、
１
３
０
０
年
有
余
の
歴
史
を

持
つ
と
い
わ
れ
る
美
濃
焼
と
と
も
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
古
い
伝
統
を

持
つ
窯
業
の
技
術
は
、
こ
の
地
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、

高
品
質
で
「
和
と
洋
」
が
融
合
し
た
デ

ザ
イ
ン
性
の
優
れ
た
陶
磁
器
食
器
を
創

り
上
げ
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
み
ず
な
み

焼
」
と
し
て
世
界
中
の
見
本
市
に
出
品

し
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
緑
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た

こ
の
地
も
、
太
古
の
昔
は
海
の
底
で
し

た
。
市
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
お
よ
そ

２
０
０
０
万
年
前
、
新
生
代
の
化
石
が

出
土
し
「
化
石
の
ま
ち
」
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

農
業
の
６
次
産
業
化

　

本
市
は
、
市
域
の
約
75
％
を
森
林
や

農
用
地
が
占
め
、
鶏
卵
、
肉
用
牛
を
は

じ
め
と
す
る
畜
産
物
の
産
出
額
は
県
内

で
も
上
位
を
争
う
な
ど
、
農
業
は
本
市

の
重
要
な
産
業
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
の
進
展
、
後
継
者
の
不
足

と
と
も
に
農
地
の
荒
廃
が
進
み
、
自
然

豊
か
な
田
園
風
景
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

本
市
の
生
産
農
家
は
兼
業
・
小
規
模

農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
多
品
種
少

量
の
農
産
物
を
生
産
出
荷
す
る
こ
と
に

適
応
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
特

性
を
生
か
し
た
地
産
地
消
の
農
産
物
の

生
産
直
売
と
、
そ
の
農
産
物
の
手
づ
く

り
加
工
に
取
り
組
む
農
業
者
を
育
成

し
、
農
業
を
「
な
り
わ
い
」
と
し
て
成
り

立
た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
の
母
体
と
な
る
組
織
と

し
て
、
市
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
な
ど

が
出
資
し
て
「
み
ず
な
み
ア
グ
リ
株
式

会
社
」
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
出
荷

農
家
の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24
年

６
月
20
日
、
そ
の
活
動
拠
点
と

な
る
瑞
浪
市
農
産
物
等
直
売
所

「
き

※

な
ぁ
た
瑞
浪
」
が
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
き
な
ぁ
た
瑞
浪
」
は
、
周
辺

に
広
が
る
農
地
と
施
設
を
一
体

と
し
た
「
農
家
の
庭
先
モ
ー
ル
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
農
商
工

連
携
の
下
、「
農
」か
ら「
食
」へ

事
業
展
開
し
、
農
業
の
６
次
産

業
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
外
の
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
展
開
と
し
て
、
食
育
や
介

護
食
な
ど
の
知
識
の
習
得
を
目
的
と
す

る
直
売
所
販
売
促
進
人
材
育
成
事
業

や
、
地
産
地
消
を
普
及
で
き
る
人
材
の

育
成
を
行
う
ほ
か
、
生
産
農
家
育
成
事

業
と
し
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
お
よ
び
加

工
品
製
造
機
器
の
導
入
に
対
す
る
支
援

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�「
き
な
ぁ
た
」
は
「
よ
く
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
」と
い
う
意
味
の
方
言
。

ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み

　

市
内
に
13
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る

の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
自
然
と
の
触

れ
合
い
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

と
い
う
ゴ
ル
フ
の
魅
力
を
十
分
活
用
し

「
ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み
」
と
し
て
、
市

と
ゴ
ル
フ
場
が
連
携
し
、
ゴ
ル
フ
を
起

点
と
し
た
観
光
振
興
、
地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み　

オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
13
カ
所
す
べ

て
の
ゴ
ル
フ
場
を
舞
台
に
開
催
し
、
市

外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
交
流
人
口
の

拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
連
携
が
も
と
と
な
り
、

災
害
時
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
の
緊
急
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
な
ど
、
市
と
ゴ
ル
フ
場
と

の
間
で
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
自
治
体
で

は
広
域
的
な
災
害
に
備
え
る
動
き
が
あ

り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
災
害
へ

の
対
応
を
見
直
し
、
大
規
模
な
地
震
災

害
で
も
同
時
に
は
被
災
し
な
い
位
置
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
埼
玉
県
朝
霞
市
と

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
協
定
の
締
結
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
広

く
市
民
の
協
力
を
得
て
、
市
民
レ
ベ
ル

で
の
支
援
体
制
が
確
立
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
内
８
地
区
す
べ
て
に

継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
組
織
と

し
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
協
議
会
で
は
、
防
災
を
は
じ
め
各
地

区
の
課
題
解
消
に
向
け
た
主
体
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
そ

う
し
た
活
動
に
対
し
、
財
政
的
な
支
援

と
し
て
「
夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
制
度
」

を
創
設
し
、
併
せ
て
人
的
な
支
援
と
し

て
「
夢
づ
く
り
地
域
活
動
支
援
職
員
制

度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
連

携
し
て
、
市
民
主
体
の
災
害
協
力
体
制

の
確
立
と
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
中
心
と

し
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
と
の
協
働
に

よ
り
、
安
心
・
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
瑞
浪
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

瑞み
ず
な
み浪
市（
岐
阜
県
）

瑞
浪
市
長
　
水み

ず

の

こ

う

じ

野
光
二

「�
安
心
・
快
適�

私
た
ち
が
創
る�

み
ず
な
み
の
ま
ち
」を
目
指
し
て

農家の庭先モールをコンセプトとした瑞浪市農産物等直売所「きなぁた瑞浪」

まちづくり推進協議会開催の防災運動会

◆�

面
積　
　

１
７
５
・
00
㎢

◆�

人
口　
　

３
万
９
２
１
３
人

◆�

世
帯
数　

１
万
４
８
９
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
安
心
・
快
適　

私
た
ち
が

創
る
み
ず
な
み
の
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
美
濃
焼
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
商
工

業
都
市
。
中
山
道
の
宿
場
や
一
里
塚
、
信

長
ゆ
か
り
の
城
跡
や
由
緒
あ
る
寺
院
が
残

る
歴
史
の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
み
ず
な
み
焼
（
陶
磁
器
）、
マ

コ
モ
タ
ケ
、み
ず
な
み
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
（
豚

肉
）、
鶏
卵

〔
観
光
〕瑞
浪
市
農
産
物
等
直
売
所「
き
な
ぁ

た
瑞
浪
」、
中
山
道
大
湫
宿
・
細
久
手
宿
、

小
里
城
跡
、
鬼
岩
公
園
、
瑞
浪
市
化
石
博

物
館
、
岐
阜
県
先
端
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー

「
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
」、ゴ
ル
フ
場
（
市

内
に
13
カ
所
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕瑞
浪
美
濃
源
氏
七
夕
ま
つ
り
、

バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
、
鬼
岩
福
鬼
ま
つ
り
、

半
原
操
り
人
形
浄
瑠
璃
や
美
濃
歌
舞
伎
の

各
種
公
演

瑞浪市長

水野光二

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岐阜市
瑞浪市
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わが
を
語
る

市
美
・
食
・
癒
・
遊　

上
天
草

　

上
天
草
市
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
雲
仙
天

草
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る
風
光
明め

い
び媚
な

地
域
で
す
。
千
巌
山
、
高
舞
登
山
、
龍
ヶ

岳
の
３
つ
の
山
か
ら
の
眺
め
は
国
の
文
化

財「
名
勝
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
高
舞
登

山
か
ら
見
る
夕
陽
は
「
日
本
の
夕
陽
百

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九

州
本
土
と
天
草
を
結
ぶ
天
草
五
橋
は
天

草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
と
も
呼
ば
れ
「
日
本
の

道
百
選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
沿
線

は
四
季
折
々
の
花
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

有
明
海
と
不
知
火
海
（
八
代
海
）
の
２

つ
の
豊
か
な
海
に
面
し
て
い
る
た
め
、

ク
ル
マ
エ
ビ
や
タ
イ
、
ハ
モ
、
ワ
タ
リ

ガ
ニ
、
海
草
類
な
ど
海
産
物
の
宝
庫
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
な
気
候
を

利
用
し
た
パ
ー
ル
柑
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど

か
ん
き
つ
類
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。
畜

産
で
は
、
地
鶏
の
天
草
大
王
、
天
草
黒

牛
、
梅
肉
ポ
ー
ク
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
も
豊
富
で
、
特
に
松
島
温
泉
は

美
人
湯
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

海
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
な
が
ら
登
山

を
楽
し
め
る
観
海
ア
ル
プ
ス
コ
ー
ス（
九

州
自
然
歩
道
）や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
本

市
の
維
和
島
に
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
は
、
本
年
２
月
に
韓
国
版
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
「
オ
ル
レ
」
の
認
定
コ
ー
ス
に
国
内

で
初
め
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、
国

内
ば
か
り
で
な
く
韓
国
か
ら
の
旅
行
者

も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
年
を
通
し
て
楽
し
め
る
イ
ル
カ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
有
明
海
に
生
息

す
る
野
生
の
ミ
ナ
ミ
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

に
出
合
え
ま
す
。

　

観
光
、
グ
ル
メ
、
温
泉
、
自
然
体
験

と
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
上
天
草
市
で

「
美
・
食
・
癒
・
遊
」
を
存
分
に
経
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
ご
満
足
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

危
機
的
状
況
を
回
避

　

本
市
は
、
平
成
16
年
３
月
31
日
に
、

大
矢
野
町
、
松
島
町
、
姫
戸
町
、
龍
ヶ

岳
町
の
４
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
４
町
と
も
財
政
的
に
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
な
自
治

体
で
、
合
併
当
初
は
財
政
再
建
を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
合
併
当

時
か
ら
比
較
す
る
と
職
員
数
も
約
25
％

削
減
し
、
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
行
政
改
革
を
進
め
て
き
た
結
果
、

危
機
的
状
況
を
回
避
し
、
現
在
、「
上
天

草
市
の
飛
躍
」に
向
け
て
、
観
光
振
興
と

６
次
産
業
化
の
推
進
を
中
心
と
し
た
経

済
振
興
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

戦
略
的
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
よ
る

観
光
振
興
と
６
次
産
業
化
の
推
進

　

平
成
23
年
10
月
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
観

光
列
車
「
特
急 

Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
を

Ｊ
Ｒ
三
角
線（
愛
称
：
Ｊ
Ｒ
あ
ま
く
さ
み

す
み
線
）に
お
い
て
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
Ａ
列
車
の
「
Ａ
」
に
併

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
三
角
駅
か
ら
本
市
に
接
続

す
る
定
期
船
「
シ
ー
ク
ル
ー
ズ
」
の
内
装

を
改
装
し
、
観
光
列
車
〜
シ
ー
ク
ル
ー

ズ
を
「
上
質
な
大
人
（
Ａ
ｄ
ｕ
ｌ
ｔ
）
の

旅
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
豊
富
な
食
材
を
生
か
し
た「
Ａ
級

グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」の
開
催
や
、
大
人
の
空

間
づ
く
り
と
し
て
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
、
戦
略
的
な
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
に
よ
る
観
光
振
興
に
取

り
組
み
、
宿
泊
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
は
豊
富
な
農
水
産
資

源
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農
漁
業

者
の
所
得
減
少
や
担
い
手
不
足
な
ど
に

よ
り
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
農
水
産
物

の
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
ま
で
を
一
体

的
に
取
り
組
む
「
６
次
産
業
化
」
を
強
力

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
は
「
上
天
草
市
農
林

水
産
物
加
工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

建
設
し
、
併
せ
て
農
林
水
産
課
内
に
設

置
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
」
に
よ
る
体

制
の
下
、
生
産
者
が
加
工
品
を
開
発
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

有
名
シ
ェ
フ
と
協
力
し
な
が
ら
お
菓
子

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
市
独
自
に
よ
る

開
発
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
課
に
お
い
て
は
、

企
業
の
誘
致
だ
け
で
は
な
く
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室
と
協
力
し
な
が
ら
特
産
品
の
販

売
ル
ー
ト
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
九
州
内
ば
か
り
で
は
な
く
関
西
・

関
東
ま
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
本
年
４
月
か
ら
こ
れ
ら

を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、
ぐ
る
な
び
や
リ

ク
ル
ー
ト
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
す
る
人
材
を
市
役
所
の
職

員
と
し
て
招
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
再
生
の
モ
デ
ル
に

　

上
天
草
市
は
市
制
施
行
10
年
を
２
年

後
に
迎
え
ま
す
が
、
普
通
交
付
税
も
合

併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算
定
へ
の
移
行
に

伴
い
、
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
に
減

額
さ
れ
、
平
成
31
年
度
に
は
歳
入
総
額

が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
財
政
改
革
に
よ
る
徹
底
し
た
ム

ダ
の
削
減
は
引
き
続
き
行
い
、
こ
れ
ま

で
継
続
し
て
き
た
事
業
に
つ
い
て
も
改

め
て
精
査
し
、
廃
止
・
縮
小
す
る
な
ど
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
捻ね

ん
し
ゅ
つ出

さ
れ

た
予
算
を
市
民
所
得
の
向
上
に
資
す
る

施
策
に
重
点
的
に
投
下
す
る
こ
と
で
税

収
を
向
上
さ
せ
、
財
政
規
模
の
Ｖ
字
回

復
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る｢

上

天
草
市
財
政
強
化
計
画｣

を
本
年
７
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
上
天
草
市
は
、
民
間
の

商
社
と
同
様
に
利
益
を
上
げ（
産
業
・
雇

用
の
創
出
、
移
住
定
住
の
促
進
、
交
流

人
口
の
拡
大
な
ど
）、
投
資（
人
材
育
成
、

市
民
所
得
の
向
上
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
）を
し
な
が
ら
、
地
域
再
生
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
上
天
草
市
の
飛
躍

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

上か
み
あ
ま
く
さ

天
草
市（
熊
本
県
）

上
天
草
市
長
　
川か

わ
ば
た端
祐ゆ

う

樹き

人
と
海
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
、
上
天
草
市

『ファンタジック！「楽園上天草」』をデザインコンセプトにした３連ポスター

天草上島の東海岸沿いの高舞登山から龍ヶ岳へと連なる「観海アルプス」

◆ 

面
積　
　

１
２
６
・
06
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
１
０
４
２
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
２
５
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
海
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
天
草
の
玄
関
口
に
位
置
す

る
風
光
明
媚
な
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
３
月
31
日
、
大

矢
野
町
、
松
島
町
、
姫
戸
町
、
龍
ヶ
岳
町

に
よ
る
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
ク
ル
マ
エ
ビ
、
タ
イ
、
ハ
モ
、

ワ
タ
リ
ガ
ニ
、
パ
ー
ル
柑
、
ポ
ン
カ
ン
、

天
草
大
王
、
天
草
黒
牛
、
梅
肉
ポ
ー
ク

〔
観
光
〕
天
草
五
橋
周
辺
の
景
観
、
九
州
オ

ル
レ
維
和
島
コ
ー
ス
、九
州
自
然
歩
道
（
観

海
ア
ル
プ
ス
）、
上
天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
天
草
五
橋
祭
、
天
草
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
キ
ラ
ラ
祭
天
草

サ
ン
ラ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
、
菜
の
花
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

上天草市長

川端祐樹

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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熊本市

上天草市


